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1 回の会議の文字起こしに数日間か
かっていた

取締役会・経営会議は合わせて年間60回
近く開催され、スピーディーな逐語録（文字
起こし）・議事録の作成が求められていました。

開催の度に担当者が録音を聞きながら逐
語録を作成し、会議の内容次第では逐語録
の作成に数日単位での時間を要していました。
業務効率化の目的で「ScribeAssist」の導入
に至りました。

導入をきっかけに今までの体制を見
直し

長時間の取締役会を一語一句タイピング
で文字起こしするのは、担当者の時間と根気
を要する作業でした。「ScribeAssist」の導入
で作業時間削減と担当者の負担が軽減し、と
ても助かっています。また、導入をきっかけ
に逐語録の位置づけや体裁の見直しにつな
がりました。

スタンドアローン型だから機密情報
の議事録も安心

検討時のポイントとして、当社では機密情
報を扱う会議でシステムを利用することを考
えていたためセキュリティ面も重要視してい
ました。「ScribeAssist」はスタンドアローン
型のためインターネット接続なしで文字起こ
しでき、また、ライセンスもPC端末に対して
割り当てられるノードロック型を選択できる
ため、機密情報を扱う会議の議事録にも安
心して活用できています。

より短時間でより正確な逐語録の作
成が可能に

機能については、録音した音声が自動で
ブロック分けされるので、修正や確認したい
箇所をピンポイントで聞き返すことができま
す。

よって、以前よりも短時間で正確な逐語録
が作成できています。また、自動で発言者
が割り当てられる話者識別機能も、読み返す
ときに誰が何を言ったかが分かりやすく便利
な機能だと感じています。で、議事録作成に
携わる職員から非常に感謝されています。

▲ ScribeAssist の利用イメージ

数日要していた文字起こしを大幅に削減。
導入をきっかけに体制が見直され、社内
複数部署やグループ会社で活用中。

キリンホールディングス株式会社 様

導入前の課題 導入後の効果
逐語録（文字起こし）・議事録の作成に数日かかって
いた
担当者の拘束時間が長く、根気がいる作業で負担に
なっていた
社内の機密情報を扱うのでクラウド型のサービスは使
用不可

音声認識によって大幅に作成時間を削減。導入をきっ
かけに体制の見直しにつながった
テキストの修正と確認作業のみになり、より速く正確
な逐語録の作成を実現
スタンドアローン型のため機密情報などを扱う現場で
も安心して利用できる
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キリンホールディングス株式会社

反響がありグループ会社でも導入が決定

当初「ScribeAssist」は、経営企画部のみでの導入でしたが、社内で
実際どれくらい作業効率化できたかを報告すると、大きな反響がありま
した。他部門やグループ会社からも導入したいという要望があり、2つ

の部門、2つの事業会社で有効に活用しています。
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導入事例



導入事例

製品情報

導入実績

※アドバンスト・メディアは（財）日本情報処理開発協会により、個人情報を適切に取り扱っている事業者である事を示す「プライバシーマーク」の付与認定を受けています。
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VoXT（ボクスト）事業部

 （開発・発売元）

株式会社アドバンスト・メディア

ScribeAssist（スクライブアシスト）は、音声録音からテキスト化、

編集、要約までをワンストップで実現する、AI音声認識で議事

録作成を自動化するアプリケーション。

スタンドアローン型アプリケーションなので、インターネット

接続の有無にかかわらず、いつでもどこでもご利用いただけます。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。

ChatGPTと連携した自動要約機能も搭載し、議事録作成にかか

る手間を大幅に削減します。
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反響がありグループ会社でも導入が決定

当初「ScribeAssist」は、経営企画部のみでの導入でしたが、社内で
実際どれくらい作業効率化できたかを報告すると、大きな反響がありま
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の部門、2つの事業会社で有効に活用しています。

▲ 経営企画部　柴 様


